
令和５年度高浜市多文化共生推進プラン策定委員会（第１回） 会議録 

日 時 令和５年１２月１２日（火）１８時～２０時２０分 

場 所 市役所会議棟３，４ 

出席者 

委員 

（敬称略） 

神田 すみれ、新美 純子、宮田 克弥、畠 孝二郎、髙木 良彦、江

坂 徳峰、中島 淳、杉浦 彩希、新膳 マルティン フェルナンド、

ハーティ トゥ チャン 

行政 吉岡 初浩市長 

事務局 

総合政策グループ リーダー 榊原 雅彦 

同      主任  柘植 一馬 

同      主事  中川 歩         ３名出席 

次 第 １ 市長あいさつ 

２ 辞令交付 

３ 自己紹介（資料１） 

４ 議事 

 １）委員長・副委員長の選出 

 ２）高浜市多文化共生推進プランの概要（資料２，２－２） 

 ３）高浜市の現状（資料３） 

４）多文化共生実現に向けて（資料４） 

５ その他 

資 料 【事前配布資料】 

高浜市多文化共生推進プラン策定委員会 委員名簿 資料１ 

高浜市多文化共生推進プラン概要 資料２ 

多文化共生推進プラン策定スケジュール 資料２-２ 

高浜市の現状 資料３ 

多文化共生実現に向けた取り組み事項 資料４ 

【当日配布】 

辞令 

 

１あいさつ 

市長よりあいさつ 

 

２辞令交付 

 

３自己紹介 

 

４議事 

１）委員長・副委員長の選出 

→委員長：神田すみれ委員 副委員長：新美純子委員 

２）高浜市多文化共生推進プランの概要 

資料２，２-２より事務局から説明。 

３）高浜市の現状 

資料３より事務局から説明 

・地域で日本語教室を実施したが、皆仕事が忙しくなるとだんだん来なくなってしまった。 



・５～６０代の外国人が定年退職したとき、仕事以外でつながりがなかった人はやることがなく、

どうしたらいいかもわからず孤独になってしまう。 

・日本人と仲良くなりたい外国人は大半でも、自分から何か行動しようと思ってない日本人が多

くいるというギャップがある。行動したいと思っている人に動いてもらえるきっかけづくりが

必要ではないか。 

・町内会で防災訓練をしたが、外国人の参加者はいなかった。 

・情報発信が不十分で、外国人がそういった活動のことを知る機会がないのが現状。 

・日本語力を上げたいので日本人と話したいと思っているが、日本人と直接会って話すのは恥ず

かしいのでできないという人もいる。 

・今日自分がこの会議に参加したのは直接誘われたから。紙のお知らせが貼ってあるだけでは皆

参加しないが、直接言ってもらえると参加しやすい。 

４）多文化共生実現に向けて 

 資料 4 に沿って事務局から説明 

◆情報発信の充実 

・広報たかはまの多言語化は重要だが、そもそも広報の存在が外国籍市民に伝わっていないと意味が

ない。高浜市に対する愛着をもってもらうためにも、広報の認知度を上げる必要があると思う。 

・企業としては、外国人の従業員に情報を伝えたくてもその情報自体を持っていないので、市から企

業に情報を渡すことが重要。 

・窓口に相談に来る人は「○○さんから聞いた」と言うことも多い。外国人のコミュニティや学校・

企業などを通して直接情報を伝えることは効果的だと思う。 

・外国人のあつまる食材店などにこちらから出向いていくこともできると思う。 

◆窓口サービスの充実 

・窓口では外国人に慣れていなくて職員が構えてしまうこともある。対応する側の認識を変えること

も必要。 

・通訳・翻訳を増やして便利になると、日本語を勉強しなくてもいいという外国人側の意識が出てし

まうかもしれない。 

・外国語で対応することよりも、困っている外国人がいたら声をかけるという意識を職員がもつこと

の方が大切。 

◆日本語学習機会の充実 

・「学ぶ」だけならネットでもできる時代。勉強だけではなく日本人と触れ合う場が求められている

のでは。 

・こども日本語教室とあるが、大人よりもこどものほうが日本語が上手なのではないか。 

→ここでは、母国で小学校に入学してから来日した子を対象にしている。 

・日本語は「教える」というよりも交流するための「ツール」という意識で活動している。 

・日本語を学ぶことへの価値や楽しさを外国人に見出してもらうことが重要。 

・日本語学習を通じて日本語を学びたい人と文化を知りたい人など目的は様々である。 

◆子育て・教育環境の向上 

・外国籍市民が安心して出産できる環境が必要。 

・情報を伝えるというよりも、産後のケアがあると良い。まわりに頼れる人がいないことが DV の原

因になってしまう場合もある。 

・早期適応教室では通訳が足りないと聞いた。 




